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開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

企業の法律

後　期 ２年次 ２単位 選択

道前 緑

講義 ３０時間 生活学科　情報・経営専攻 専門科目

添付ファイル

授業形態 時間数 開講学科等 科目区分

年度2025

授業概要 ビジネス法務に関する基礎知識を体系的かつ網羅的に解説し、また実務の中で法がどのように機能しているか
について紹介する。内容は東京商工会議所ビジネス法務検定３級に準拠する。

到達目標 ・ビジネスに必要な法律の基礎を身につける。(①)
・社会に出て、場面に応じた法的判断ができる。(②)
・ビジネス法務検定３級レベルの知識を確保する。(③)

授業計画 回数 授業内容 事前事後学修 取組時間担当者
道前1 ビジネス実務法務の法体系－①ビジネスを取り巻

くリスクと法律のかかわり
【事後】テキストの該当部
分を読み返しておく。

4

道前2 ②企業活動の根底にある法理念 【事前】テキスト予定部分
を必ず読んでおく。
【事後】授業で出た用語・
概念を読み直しておく。

4

道前3 ➂法律の基礎知識 【事前】テキスト予定部分
を必ず読んでおく。
【事後】授業で出た用語・
概念を読み直しておく。

4

道前4 企業取引の法務－①契約 【事前】テキスト予定部分
を必ず読んでおく。
【事後】授業で出た用語・
概念を読み直しておく。

4

道前5 ②契約成立後の法律関係 【事前】テキスト予定部分
を必ず読んでおく。
【事後】授業で出た用語・
概念を読み直しておく。

4

道前6 ➂売買以外の契約形態 【事前】テキスト予定部分
を必ず読んでおく。
【事後】授業で出た用語・
概念を読み直しておく。

4

道前7 ④契約によらない債権・債務の発生 【事前】テキスト予定部分
を必ず読んでおく。
【事後】授業で出た用語・
概念を読み直しておく。

4

道前8 企業財産の管理と法律－知的財産権 【事前】テキスト予定部分
を必ず読んでおく。
【事後】授業で出た用語・
概念を読み直しておく。

4

道前9 企業活動に関する法規制－取引に関する各種の規
制

【事前】テキスト予定部分
を必ず読んでおく。
【事後】授業で出た用語・
概念を読み直しておく。

4

道前10 債権の管理と回収－①通常の債権の管理 【事前】テキスト予定部分
を必ず読んでおく。
【事後】授業で出た用語・
概念を読み直しておく。

4

道前11 ②取引の決済（手形・小切手） 【事前】テキスト予定部分
を必ず読んでおく。
【事後】授業で出た用語・
概念を読み直しておく。

4

道前12 企業と会社の仕組み－法人と企業、会社の仕組み 【事前】テキスト予定部分
を必ず読んでおく。
【事後】授業で出た用語・
概念を読み直しておく。

4

道前13 会社と従業員の関係－従業員の雇用と労働関係、
男女雇用、派遣労働

【事前】テキスト予定部分
を必ず読んでおく。
【事後】授業で出た用語・
概念を読み直しておく。

4

道前14 ビジネスに関する家族法－取引と家族関係、相続 【事前】テキスト予定部分
を必ず読んでおく。
【事後】授業で出た用語・
概念を読み直しておく。

4



道前15 まとめ 【事前】テキスト予定部分
を必ず読んでおく。
【事後】授業で出た用語・
概念を読み直しておく。

4

教材・テキスト
（書籍名/版/著者/
出版社）、プリン
トなど

2025東京商工会議所編ビジネス実務法務検定試験３級公式テキスト

参考文献など 法学六法を持参すること

評価方法 定期試験（筆記）７０％、授業態度３０％

課題（試験やレ
ポート等）に対す
るフィードバック
の方法

試験は成績通知日に担任を通して返却する。

資格選択区分 ビジネス実務士資格選択

教職科目の位置づ
け

実務経験のある教
員による授業科目
の配置

この科目は地方公務員の実務経験のある教員が企業法務について専門的な授業を行います。

科目等履修生ほか
受入の可・否（受
入可能人数）

可（５名）

備考 受講資格として１年次に「生活と法律」の単位を取得していること。
授業では、ペアワークなどで受講者同士の意見交換の機会を設ける。


